
ビルマの第2次4カ年計両の再検討

加Sはアジア紅桁研究i9滋lUliitiね1．在出における「アジア iをl.l'il~Iりi底望 i,I菜」 0)
滞内沢料の1つとしてll成されたiので，その！勺容は沢科杞介ではなく．ビルマ
のItlyctt9けの分析を巾心としたものである。

1 咄えがき

ビルマの「第2次4カ年計両．！ （1961/62年～1964/65

年）は1961年3月に国家計画省より草案が発表され(tl;l)，

各界の検討に付されて作正された(J)ら， i凶終計画が同年

8月の固会に提出され(U:2)，国会(/)承認を経て1961/62

財政年疫より実施段階に入ったものである。しかし，た

またま計画実肱初年庇の1962年3月に軍のクーデクーに

よってウ．．ヌー政府が倒され，ネ・ウィン叩政椛に交替

したため， ·w1•囲は現在再検討の段階にあり，そのなりゆ

きが注目される。

この研究狡料はピルマの第2次4カ年計画の再検討を

くわだてたもので，まず計画の最終然にしたがい， 4カ

年計画のアウト・ラインを概括し，っいで計画を迎諭的

に再検討するとともに発展政策にも批評をくわえてい

る。

II ビルマの第2次4カ年計両())概要

1. 計画 Ii的

第2次4カ年計朋は16カ年の長紺i計画の一牒として立

案されたもので， まず長期計jiljiの日は＇孔としては，（ 1）ビル

マ連邦(1)問民の生活水迅しの1匂上，（2}自立的な経桁成長迎

成のために効率的な謀業と3項を拡大に)iし9名をおいた近代

的な多角的経済の建設，（3）地域的に均衡のとれた経済発

展の 3つがかかげられている。

(l)の計画目的(I)「同民の生活水訊i(}）向上J~こ炭辿して，

16カ年の計洒期lb]の末までに 1人あたり実質所得を現在

の水準(})2（音に引き上げることがE椋とされた。しかし

この期間t•こピルマ連邦の人口珀カ11は50％以上と推定され

るので，国民所得は1960/61年度の62i絃8400万チャット

から1977年には1960年価格で197億8000万チャットヘと

3倍にhややさなければならないことになる。この目探逹

成のために最初の4カ年計画期間の国内総生産の年問成

長率は実傾で約6%，つぎの4:)］年名i・ji月期間には7.6%,

ひきつづく計画期問にそれぞれ9%, 7.25％が計画され

た。したがってビ）レアの実牲国民所得は今後10年問に倍

瑶し，ひきつづく10年問でさらに倍地するものと見込ま

ぅ8

れている。しかし1961年から1977年を i|.fiTij響j とする•長

期計両の野心的な経済成長字が逹成されたとしても，戦

叡）生活水準をおよ）と74％超えるにすぎない。

(2)の i·J•阿目的である「経済構造の近代化と多様化」に

閲辿して， 16カ年の長期計叫JIL{J(}2末までにピルマ経済

はいわゆる「離臨」 (take-off.)の段附に入り， 日立的な

経済成長が達成されるものと期待されている。このため

には棟殷に 1次商品生旅に依存した経済栴造を始正し，

農業の多焦化とともに， Lttお菜から工業への多様化をおし

すすめなければならない。晶業を多角化し，戯業からの

余漿1j(surplus)を増やして工業建設に投沢するためには

股梁自体を近代化しなければならない。これはやがで怪

工業から始まりi1汎i次その基盤を拡大しながら，巫工染ヘ
と1句う工業発展0)追に通ずるだろう。

(3)り.)i1画 l計的である「地岐的にパランスのとれた経済

発展；しま，たん tこ経済的な目椋として磁•ましいばかりで

なく，ビルマ述邦の政治的安定にとって必扱不可欠な直

災性をもっている。経済発bとは自然(1)ままに放骰される

と，都市の周辺に集中する依向があるが，過度な都市化

から生ずる「~J恋をさておいても，不均等な発展のペース
のために，連邦内の停糀地眩の問題が生じている。述邦

内，とくに各・1{｛内の特定地域の開発の迎；れを凪止するた

めに，地城的に均衡のとれた経済発展の問鹿iに注目しな

ければならない（前掲臼21~2ページ参照）。

_1961/62年から1961/65年をJiI餌期間とする第2次4カ

年討画の主要目的は，以上にのべた16カ年の長期計画())

目的に沿って，（1）経済成長の引き上げ，（2）連邦内，とく

に各州内の比校（内発殷の迎れた低叫発地域の成長率の引

き上げ，（3)且業の多角化の線に治って特定の貶産物の自

給化と稲出J.化大，（4）エ菜への多様化のために特定のエ棠

製品の自給の達成，（5）民間部門の強化，（6）経済基盤の強

化であるとされている。

(1)の計画且的の「経済成品半の引き上げ」のために，

雖案で計画された国内総生産の年問成長率の目原数字の

5％が5.9％に高められた。第2次4カ年計画期問の年

院人1.JjI1加率tま約2.3％と仮定されているため， 1人あ

たり生産高ないし所得の年間妍加率は約3.6％と見込ま
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~l．ている。

(2)の計画目的に関し”（ほとくに具体的な魂関がない

が，（3）の「農菜の多角化」に関してほ，第2次4カ年期

|ii)に， i1|！実，さとうきぴ，綿花，小麦などの股産品の自

給6)達成と米．豆矧， ウープージニア・クバコなどの股産

品の愉出附大がうたわれている。

(4)の「工業への多様化」 9)目的に沿っ．C.第2次、iカ

年計画では翰入代替のために特｀たの工業製品の生産をめ

ざしているが．これら特定のエ棠製品の自給の逹成は怖

入貿易9)低下を邸味するわけではなく．節約された外貨

を力加）外困製品． とくに狩本財にふりむけることになる

う。

(5)~.) 「民沿1部 l"Jの強化J はとくに第 2 次ヽI 力年il•Pli().)

主・災目的の 1つにくわえたもので，約6％の経済成長率

を述成するためには民IHl部1'りのいっ；とうの努力が必要と

なるう。独立後ビルマ連邦は社会主義的傾向をたどり，．

所得と財性の再分配によって生旅手段と経祈活助の社会

化がおおいに迩成され．政府部門は公共部門のみなら•••9F,

拡・上菜ならびに商業祁門に拡大した。しかし民It1部1uJ
は政府の財政政策，厳格な統紺ljや法規により，また狩本，

技術，予ilil等の不足によってや出在的に可能な投ダ渇をこ

れまで達成できなかった。経楕開発に民間の創立とエネ

ルギーをじゅうぷんに動具するためtこ民問部l"Jの強化策

が必要とされる。

(6)の「経済枯盤の強化」は従米の計画と同様第2次4

カ年計画の主要な目的となっている。外部経済の形成は

民問投狩を効果的にし，また迎飴・通信の発展は同1村の

治安維持に直接寄与するだけでなく， ピルマ連邦の政治

的，経済的．文化的な統一に舟与するだろう（前描因22

~3ページ参照）。

2． 投町•I画と生旅目探

A.投預計画目標

第 1表にみられるように， ピルマの国内総生飴の年成

長率は1952年から1960年までの8カ年1月に約5％の実駿

を示しているが，第2次4カ年計画では約5.9％の平馬

年間成長率を目臣としている。この日棟達成1こ必要な投

ftは国民所得アプローチと経済部門別アプローチの 2つ
の方法：こよって推計されたが，結局，投狩目楔としての

数字は経済部門別アプローチの数字がとられ，計画期間

の年平均続投狡額は， 10低9200万チャット，計画19i|HIの

純投狡合計は43惚6900万チャット1このぽるものと見込ま

れ-cいる。
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第 3表第 2 次 4カ船iI•西の投只配分

（叫'l:100万チャット）
• 一・"......-·-··•· -' ・•··-··—·―·~ ---. 

全部 I"! 政府部I'‘| Le iil部 l"i
・ • 

••ー·•·-·--··．、

年 1文叫投舵投粗投純投粗戎
•.,, 2雑Ii家座役

汽 re In i'f In 沢を除く・・-----・ 
ta投沢如紐

_．．．．．(1) （2) （3) （4) 』 (5) （6) -(7) —• .l • (8) -• 
1961/62 l,371| 1,025 661..-5;5 710. |-522 470 
1962/63 I 1,46911,1081112 I 598 I 757 I 567 I s10 
1963/64 I 1, 488 I 1, 129 I 676 I 569 I s12 I 622 I 560 
1961/65 I l,45911,1071 580 i'187 I 879 I 689 I 620 

年・平均 1,447 I 1,092 I 657 I 552 I 790 l 600 訊0
-----------
(I[所）・1iii1靭~ p. 36。・

C. 政府部門の経済セクター9)l]投沢配分

第2次4カ年計画期lii]の政府の投．t印計画の経済部門別

氾分は第4表に示されているが，投？t水祁は第 1次4カ

年計画期間：こ比べて 3分の 1以上高く， iじ力と治安維持

セククーを().)ぞく全部門の投狩水部が軒並みに削えてい

る。各セククーii}］の相対的比率は， ‘rl切，治安維持およ

びその他祁I'1の低下をのぞき，いずれのセククーの比率

も引き上げられているが，迎餘．姐伯(29.4%），社会サ

ービス (18.9%），此業 (12.0%），治安維持 (11.5%),

工梁(l0.6%），雹力 (7.8%），林業(2.6%），鉱棠(1.5

％）のi{(iになっている。第 1次4カ年f;・I柿itこ比べて第2

次、1カ年計画では治安維持と電カセククーの比重が低下

第4表政府祁lIIIにおける投沢配分

（饂： 100万チャット）
-．．- --• --. 

i 8カ年iii罰
第1次砂揺第2次4カ年叶

lメ． 1952/53~ ロニ:っ-|•一闊55/56年晶嘉謬謬謬雲
‘- --— 

底菜・潅漑 154.6 l zu.8 316.7 
(7.7%) I (10.9%) I (12.0%) 

林菜 30.6 I 24.. 7 I 67. 8 
< 1.5%) I < 1.3%) I (2.6%) 

鉱梁 15.7 I 8.o 祁．7
• (（）．8%） （0.4%） （1.5%） 

；じ菜， 186.6 I 187. 9 I 279. 8 
(D.3%) I (9.7%) I (10.6%) 

fじ'); 202.6 I 303.1 I 203.8 
(10. I%) j (15.6%) I (7.8%) 

巡愉，辿m 414.8 I 496.5 I 772.4 
(20.6%) I (25.7%) I (29.4%) 

社会祁i~!: I 438.9 I 195.6 I 497.2 
（は、文を合む） （21.8%) I (10.1%) I (18.9%) 
法・秩序 370.1 ：迅7.5 I 303.0 

| （l8.3%） （20.0%） （11.5%) 
その他 l,199.2 122.6 149.6 

(9.9%) I (G.3%) I C 5.7%) 
----

二」げ器品 I竹試 賛腐易
（出所） “Seconcl Four-Year Plan" p. 37. 

60 

,-.-----9—-...999‘'“‘ 

―-

したかわりに，農林業および鉱工業等の直接的生廊部11『I

叫碑がかめられるとともに，迎愉，通侶，社会サービ

スなど、広い邸味での外部経済への投府の比煎が底められ

ている（前掲四37~8ペ・→ジ）。

D.民問部門の経済セククー別投狡配分

第5表は第2次411年計画で見込まれた民間純固定咬

本形成の部門別内沢を過去の投i?t史和'tとの比較で示して
いる。表に見られるように，計画ltl]I帥lの民1閉投狡目探は

過去3カ年間の哭紐1叫比ぺて 2倍ちかく引き上げられて

いるが，とりわけエ深部門での飛蹄的な沢本形成を期待

していることがわかる。

工業部門の民rr.ll投沢を予測するために利用されたデー

クは1953/54年度のエ菜七ンサス，引きつづく 3カ年の

製造工梁澗査， 1957年の探本濶在である。これらのデー

タによると， 1953~54年皮から1957~58年にかけて工業

の発展はめざましく． T.梁生痙価｛幻額は150%if:'Iえ，1957

~58年の工業生産価値頷は17悠7200万チャットであり，

製造工業の付力ll価(i鵠似6(．(i68{)(）―ガチャッ！、であって，

1国内総生敵の12.5％を占めていたものと推定される。

また生庶総額の91％は民Ilt部門によるものであった。

1957年には製辿T．場のう` 知10％は食品， 13％は椒誰 11

％ははきもの娯， 10％はクバコ， 8％は木工および竹，

膝細工関係， 5％は石けん， ilhなどであった。 1957-58

年度に家[,1エ棠は下業生産価（直額の47%，工業労拗者の

60％を府用し，級物生産価額の70%,Iまきもの駅の64%

を占めていたものとみられる（前掲因38~9ページ）3

第5表部1"1別民Iり］純固定沢本形成
（実絞および予illl）

（単位： 100万チャット）
•--・•—•一

1961/62 

ti 分
」1957 1958 | 1959 ~1964/ 
/58 /59| 160 65年度

• 平均| | ---
40 I 43 I 46 I 50 住宅（零細家凪と除く）

此 業 281 301 30[ 50 
工業，巡囮その他 304 町7I 213 I 440 

~ - --

軒．・-一□372| 350 | 289 1 540 
（出所） “Second Four-Year Plan" p. 38. 

E,生産目楳，

悌2次4カ年計画の生眩目探はおよそ第6および笏7

表のとおりである。第6表にみられるように，戯業部門

では籾の生臨を1960/61年皮の668万2000トンから1964

/65年変の800万トンに増やすとともに，此業の多角化

の線に沿って蕗花生，綿花，ジュート，ヴ7ージニア・

タバコの増産を目探としている。林業部門ではチーク材
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の生府を1960/61年度の27万4000立方トンから1964/65

年度の45万トンヘ丸Ylやす．ことが目楳とされ，鉱業部門で

は政府機凋の鉱迎狡源開発公社 (M.R. D. C.）関係のス

ズ鉱および耕鉱，スズ・タングステン漉絋と石炭の大1/(;i

な増産H探がかかげられている。工業部門では綿糸，科ii

織物，砂糖，セメント，煉瓦，ジュートなどがilq:並み増

産される見込みである。

これらの品目はいずれも政府関係企業の活珈こ班接関

係したものであるが，第7表のエ梁生産目原はむしる民

11:ll企業の投資活動の成果に大きく依存している。ヱ棠生

瑯ま音I•雨期問の末古でに沃幅な坪／加がJ0]待され， とくに
絋椎，ゴム製品，化学製品，金屈および俯送設9i!i等のセク

ターの妍産が見込まれているが， 1l流総額に占める比煎

のもっとも大きいものはやはり食品と繊Hi江深である。

3. 計面の財源

A.政府部1"l叫輝；i叫'tり

政府の投沢計画に利用可能なl[1源として国内祖金と国

第6表 第2次4カ年計画の主要生盗目楳

IK 一ク｝＇ 19GO/61 | 1961/62 | 1962/631963/64 
(I) 

益

り—――-••- -•r. （2)＿ •-- •□-—, (4) --！＿．ー・--（5) 
業

播種面 i't(1,000 :r．ーカー）
籾
．滸花生

應ュー悲
・ヴァージニア・クバコ

生 蔽 (1,000 トソ）
籾
滸花 Ili

門ュ＿懇
ヴアージ::;.ア・クバコ

「日：［ロ
•一

。
• 

9
1
3
0
8
 

0
2
7
4
 

7
2
3
 

9

9

 

o

l

 

ー

0

4

 

．． 

．
 
2
1
2
4
l
 

8
5
1
 

6

3

 

，
 

6
 

林 党—生姫
チーク（丸太 •.v.1il、ソ）

砿産物一生~ (I、ン）
錫絋および籾鉱＊
錫， クソグステ` ノ罷鉱＊
石．炭＊

工業生殴
約 糸（紡錘） 51,960 
綿 布（動力瓶機） ,t,083 
砂 梱{1,00()I・ソ) I 43 
七メント (1,000トソ）
煉 瓦(1,000個）↑ 12，品
ジュート (100万袋） 12 I 

ーず→●● ● ・ • _．..． --• • --•一·- ..一— ----• 一・ー・・ • 一 ー•一

（注） ＊鉱物白ii罪祁発公社 (M.R. D.C.)のみ。
（出'l所）、、SecondFour-Yenr Pinn" p. 209. ・ 
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外からの狡企tこ区別されるが，国杓沢金としては，（1）政

府各省・各局の経常収入と経常支出の余剰，（2）政府各庁・

公社の経常余剰，（3）政府各庁・公社の究本勘定の受取り，

(4)役狩配当のようなその他収入の項目があり，海外から

の沢金としてはill：銀，アメリカl国際協）J局およびその他

霞 iからの借欲とならぶ爪要な収入源としてH木の賠f1't

がある。

第2次41J年計画期間の沢本形成に必要な政府財源の

見栢りは第8表のとおりである．。表の数字によると．政

府が貯本形成に支出―11［能な沢金は4カ年間に18l釦的0万

チャット，年1剖平均で約ヽli意6200万チャットというJI・雰

になり，この数字はさきの第 1次4:J］年計画期間の年1閉

平均4低7000万チャットの水部より低いことになる。

政府財源の減少は主として2つの要因，つまり，（1）凶

家農産物阪売庁 (S.A.M.B.)の余剰の戟少と，｛2）政府

経常支出の刑大とによるものである。 S.A.M.B.の余剰

の液少は以前の諸年度からの持越米を売却しつくしたた

め，余須米の減少が予想されるからである。他方，政府

各省と各局の経稽支出は第 1次4カ4怜噴期間の年乎絢

9億3000万チャットの水郎から第2次4カ年計画JtJJIHIIこ

ほ 11鯰4500万チャットに削えるものと品込出れている

（前掲il..t40~5ページ）。

第8表 政府部門沢本形成に利用可能な財源の推計

（単位： 100万チャッ J..)
. ・ •一•---------- ・―̀ •9.. • -..．． 

匝 分『富繋、11199ぷ嘔1n[― 
(1) I (2) I (3) I (4) I (5) I (6) 

•一•一・ ・ …ー·“~ --• --•••. ＿ _.•... 

[ ［［璽言亨lu噌lら［言
他収入
中［国 351 381 571 461 176 
アメリカ氏’際協力屈 241 591 561 48I 187 
国際復狭開発銀行 33 33i _ ＿ 66 
賠散 95 95! 95 95 380 

6.外｛lt 支払い一 6- 6'- 61- 6-24 
l ----• ·—-••.. ---.L --．L_.．--～ • •--• 

引・ I 4961 4971 4441 409i1,s46 
ー ● ● ー・一 ・

（出所） “Second Four-Year Plan・" p. 4()． 

B.外投予鐸

第2次4カ年計画では国内査金の不足をカパーするた

め，政府部門の資本形成に支出可能な財源約18億4600万

チャットのうち，滋ぼ44％にあたる 8億卯0万チャット

の国外資金が見込まれている。

海外からの財源の大口は日本の賠trtの3供8000万チャ

ットであるが，これは以前からの継続分であって，現在

62 

交渉中の追加分は含まれていない。中国の 1偲7600万チ

ャット，国際協力局 (I.C. A.)のHな'i!!lOO万チャット，
ilt錢(I.B.R. D.）の6600万チャットは，すでに締結され

た借款協定によるものである。中匡の借款は総額4位チ

ャットにのぽるものであるが，第2次4カ年計画期肺こ

ビルマ政府は 1低7600万チャットの資材および技術援助

をうけることになっている。国際協力局からの借款はラ

ングーン・マンダン一間の商速追路の建設にあてられ．

泄銀借秋ほジ・・・ゼル槻関litと部品の買入れに利用される

ものであろ。

第9表に見られるように第2次4カ年計画の政府部門

の沢本支出総額は26億2900万チャットであり，平均年1iり

支出ほ6低5700万チャットと見込まれている。・

第9表政府祁門における肝木開発支出
(1961/62~ 1964/65年変）

(iii位： 100万チャ・？卜）

;--；}_「呵―~I言叩嘔□噂
(1) （2) （3) （4) （3) （O) ｛?） ―-• •ー・，．←—•I ---•-- ・ --― -9•—----• • ー・・・
3l•. 661 712 676 1 580 2,629 657 

外貨 1 322 I 368 I 335 I 260 11,285 J 32! 
チャッ 1• l a39 l 344. I 341 I 320 11忍 4I 336 

．＾・•--....:..．．←・·----—--—•·--—-••-----...-
(Hi所） ‘‘SecondFour-Year Plan·• p. 46. 

C.計画の必疫投狩額と財源のギャップ

第10表にみられるように，第 2 次 4 カ年計•国で政府部

門が必要とする投狩質金額iま26低2叩0万チャットである

のにたいじC,利用可能な狩金額は18飽4600万チャット

である。これば政府部門の夜本支l・tiが年間 6低57()()万チ

ャットの規校で行なわれると，政府予究の赤字が4カ年

IHIで7悠8300万チャット，年間平均 I{[J:9600万チャ’ット

！こ逹することを慈味している。

第10表第2次4ゾ）年；iぼjにおける政府部l"Iの
必痰投衰依および利用可能財探

（単位： 100万チャッ I・）
戸•一・ー•.------

年 迎 必要1虹狂'（|利用可能財枷叶ギャッブ
.....`. --.—-..一•一

1961/62 1 • 661 I 496 I 165 
1962/63 : 112 I -197 I 215 
1963/64 1 676 1悶 232
1964/65 l. sso ・ I.  409 l 11J 
---．9.--- -．•一，．．—-―

]|• | 2,629 | 1,846l 783 
.....•一..一＿＿ ＿ ＿—-―-一・―― -.一・•一—―-·-··--· -. .•一・—•，-·--... 

二亡＿ 夜ーし＿ 657 | -4竺＿ \.―•一呵．．—
（出所） ‘‘Second Four-Year Plan" p. 47. 

また政府の総予箕の赤字；•こ占める外貨不足額と国内賓

金不足額は邪11表のとおりである。

いうまでもなく，政府予節の赤字は第12表の政府の包
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癖冥表の赤字に対応し，外貨不足郡虚13表の外貨収、

支予炊表の赤字に対応するであろう。

／］／1[口〗し
第12表政府部l'1包l舌予n:

（浪位:100Jjチャッ l-)
•一~

区分----• -i齋iI l悶lりgi i ]麿
A. 総収入

1.淑入
2, 借り入れ
(n) 外 ・国
(i)アメリカ国際協力局
(ii)困捺復閲I;！l発銀行 :~:-i 
(iii)中同 ！叫
(ii)阻内
(j)蔽{illi{'it却およびその
他の即併i某令
(ii)稲々の1.，l.tt
(iii)灸菜従事者からの純
受け取り，など

3． その他の収入
(i)投貨配当金
(i i) JIii fit 
(iii)庁・公社の沢木収入
(iv) J・r・公社の液机ljfi詞I
(V) 1[,1サ汰支払い＊

4. IF ・公ネ(:tJ)糀 •ii'； 収入

B. 総支出

1. 椛＇祁支 ilI
(a) 1f ．局
(b).庁・公社：

2. 迂木支,u
C. 剰余（＋）または赤字(-・)
．．．．． ．．~．．．．ー・ ・-・--- . ・・--. -・--・.一・・-．．,
(il:) * B, 1. (a)項に含まれている借款支社、いを除
く。
（出所） ‘‘Second Four-Year Plan" p. 48. 

D. 狡金ギャップの濶迩

ピルマ政府当局では第2次 4カ年計画に見込まれた4

依5OO万チャットの外貨不足額は， 日本の賠飲の追加，

国際協力局と世俣からの借入れ，その他の借款，附与な

いし外国民問沢本の泣入などによってまかなえるも(/)と

みている。 Lかし第11表にみられるように，外貨不足は

計画の初期段瘤で生ずるので，外涸から迫加狩金をうる

ため：こ交沙を緊急lこ始める必痰性が認、淑され，追切な機

関が作られた。

外貨不足の半分が期与と外困民rn".I究本によってうめら

れ，あとの半分が15年il'ti屯， 5.5％の利率の借救でまか

なわれたと仮定しても，計両jUi『りのflU'iの返済額はビ）レ

マの外貨受取額の 4％以内であり，小l国からの（甘款返済

の始まる1970--71年度にビークに達するが，；とのときも

7％以内と予想されている。

もし外貨不足領がみたされたと仮定するを．邸2次4

カ年計画期問のピルマのI-I訥給生1登，．i1'既および投行の

総額：，ま次表のとおりになろう（前掲;-!}50ベージ）。

第14表第2次4カ年1ぼ輝llflf(/)阿
内知I滋． ifii'tおよび投沢 し

(JJ¥位： 100ガチャット）
. ---. 

同＊」総生 W.(GDP) 28,93：1 

政府 ifi ft 、1,578(GDPの15.8%)

民 ll.lltr!,tlt 19,a51 (GDPの66.9%)

貯苦 5,（）：)5 （GDP OJ17.3%) 

汽本形成

固定沢木形成 5,777} 

:{I;Lit ii・l 379 
6,1祁 (GDPの21.3%)

外国附源の純滋入 ・' 1,151（賢本形成の18.7%)
......•一.... ---. 
（出所） “S的 one!Four-Year Plan''p. 50 

E. J..~I廿jft木の資金洞述

一般的にいって，民li附卿'iのjti'帝9・-J、打32次4カ年計両

で見込まれた投預をまかなうにじゅうぶんであるとみら

れるが，過去の実戟では民酎］剖ifりの投狩笛要が貯特にお

よばなかった。そこで計匝沐こもられた民lhi投后tの廿栢を

実品するためには，民間投沢盆要をじりうぶん：こ咲起す

るような描Eが必要であり， また金融機！月を通じて民間
投夜を必要とする部而へ民間貯苓を蒋入するようにしな

ければならない（前掲l.U50~51ページ）。

民r踪部．nr1の粗固定府本形成の哭紺tをみると 1954....:...55
年疫から好哭な増9J11煩向を示したが， 1957-58年の6（怠

咽万チャットをヒ°ークにして蚊近iこいたるまで減少煩

向をたどり， 1959/60年には5｛忍8900万チャットであっ

た。したがって1959/60年の約固定沢本形成2偉8900万

チャットを出発点tことると， itI•雨目保の年平均民招）純役

沢 5飽40DO万チャットば非霜につらい謀忠となるが，

1957~58年の数字の 3餡7200万チャットを辿準にとれば

それほどでもなくなる。しかしいずれ1こしても計画目製

とのギャップがある以上，民Ih1部門で非常な努力がなさ

63 
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れねばならないというのが結詮である（前渇祁51~2ペ

ージ）。

民間部門の当面する困照は，（1）政府行政との院係，（2)

融咬の不足，（3）市場の予測と知識の欠除等のI閉穎に集約

できる。そこで政府当局ほ，（1）政府行政の改善，（2）金粕

機関の拡充，（3）企梁家の創、登をかん飛するための研究機

関の設立等を通じて民閻部1"］をt）'i極的に接助し経済開発
を押し進めようと企図している。政府がとくに民rn1部門

の投賓活勁の中核として選んだ分野i・文綿織物T.業であ

り，この育成のために必要な努力を払うことがうたわれ

ている。（前掲困52~3ページ）

以上がビルマの第2次4カ年計囲の概要であるが，っ

ぎにこの計即濯問題を検討してみよう。

（注 1) Union of Burma, 1v1inistry of National 
Planning; Second Four Year Plan fi釘 the(J?iion 
of Burma (1961,....,,62 to 1964----65). A Draft 
Outline, Supdt, Government Printing and Station--

ery, Rangoon, J 961. 
（注2) Union of Burma, Ministry of National 

Planning, Second Four-Year Plan for the Union 

64 

of Burma (1961~52 to 1964~65), Supdt., Govern・ 
ment Printing and Stnty., Rangoon, 1961. ・ 

m ビルマの第2次4カ年計画の可検討

1. 「計画」の特質

第2次4カ年計画の主要な特質として，（1)4カ年の短

期計画を 16カ年の長期計画の一謀として組み入れたこ

と．〈2）経済発展(/)パランスの重要性を認識したこと，（3）

従来の国営企業中心の開発方式を修正して民問部1’'］の役

割を再評価していること，（4）従来どおり流涌部門におい

てパーマナイゼイションを積極的に進めるかたわら，鉱

工業部rりtこおいて外国旗本の郡入策をとっていることな
どが指摘できる。

(1)の4カ年の短期計画を16カ年の長期計画に組み入れ

た点は，従来の諸計画にはみられなかった特徴であり，

最近の経済計画の世界的煩向に歩調をあわせたものとい

える(tl:3)。草案では長期計画についてふれられていなか

ったが，経済発展段階の認識のうえにたって， もっと長

期の見通しをもった計両作製の必淡性が・・一部の新聞潰評
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でも強凋されたため， E本やインドの長期計画をモデル

にして碓案を修正し，最終計画に粒り込んだものとみら

れる。

長期計画では16カ年を目標としてピルマ径祈がコスト

ウのいわゆる「肩虚」 (take-off)を可能とする発展段階

に到迷することを期待しているが：rE4), tこんに開発i-l•雨

の月的を確認したにとど•まり， 4段陪の計雨期問の成長

率を設定してはいるものの兵体的な計画内容が示されて

いるわけではない。 4段階の計西期閻の年平均成長率が

それぞれ6%, 7.6 %, 9%, 7.25％の佑をとるだろう

というのほ希望的観測であって，理論的，実際的恨拠は

ほ｝：んどない。ビ）ンマ経滸のように貿易依存庶の硲い同

で長期の経済成長の見通しをたてる楊合：こは国際J収支の

制約条件を再検討する必要があり，そのためには近燐諮

団の間発計囲の比校検討を迎こて，アジア地域内の協力

という観点から長期計画が立案されることが塑ましいの

である（注5)。

(2)の特級として経済発展のパランスの眠要性を認識l、

たことを指揺したが，これは以前の 8 カ年計画が「(.(接的•

生迩部門への投ゲtを比較的なおざりにしたこと（注6}，ま
た第1次4カ年計画では品業成点で工業部門の発展を無

視したことの帰結から4；じた当然の反省ともいえるもの

で，今後の第2次4カ年計匝でほ此業の近代化とともに

工業化をもうたっており，［と工業のパランスという点が

認諜されたことは注目に値する。ビルマのような農梁I涌

でけ農業の多角化を通じて帷出哨大をはかるとともに，

工業化を通じて愉入代替産業を育成することが，経済成

艮テンボを引き上げるために必要とみられるからである

（注7)

ま゚た経済成長のプロセスで生ずる地戦(!J発展のアンパ

ランスの問題は， ミュルダールなどによって強調された

論点であるが（注8)，ビルマの第2次4カ年計画でもこの

間恐がとりあげられ，述邦内の地坂的発展の較差をせば

めようとする邸欲がみられることに注目しなければなら

ない。しかしこの点tまたんに経済的間四というより，む

しろピルマ国佐の深刻な政治1t1題に関連しているのであ

って， ピルマ辿邦を棉成する各｝iir）：：の淵発とピJレマ・プ

ロパーとの開発のアンパランスは戦後tこおける国内致治

の不安の一要因となっており，各州の分離，独立迎動が

活発なため，地城的発展の校差をせばめる努力が緊急の

課題となってきたためとみられる。

(3)の特徴としてあげた民？IJ1部門の役澗の再評価は，従

来の国営企業中心の経済開発方式が予期された成果を生

まなかった経験からの反省でもあり，後進巨暉発の類型

を考えさせるI}！］迎として典味ぶかい。

ヒ';)マは戦後独．1'r.以来，いわゆる社会主義的経済発展

のパターンをかかげ，外屈系企業の同有化と民族i予本の

育成つまり・J- ショナリゼイションとハ~ーマナイゼイシ

ョン (B:irmanization)の政策路線を一共してとってき

た。ここでピルマ政府の指磁；習のいう社会主滋とは，マ

ルクス主義というよりむしろイギリス流の社会民主主義

的思想にねざしており， ‘J述や中国にみられるような厳

格な邸味での社会主義ではなく， しかも新典国家にあり

がちな枢端なナショナリズムに悩よっている点tこ留意し

なければならない(il:9)。

歴史的にみると， 1950年の初頭立でに外阻系企業の国

布化I•こともない，国家：•ず、生産・流通湖門での粒制力をも

つにいたり， ついで1952年から哭蜘こうつされた「8

カ年計画」では料家管理経済(StatePlanned Economy) 

の棉想に基づいて国営企業中心tこ経済閲発が1i（巡進され

た（注10)。しかし実際の経済建設のプロセスで脳家企菜は

期待したとおりの成果をあげず，とくにエ栗部門ではほ

とんど軒並みの国粥企業が拍失をまねいた。これは投資

の「柿完的効災」 (comple:nentarityeffect)（庄11)をじゅう

ぷん考廊こ入れなかったという計匝技術上の欠陥もさる

ことながら， ビルマの国家統制機構がきわめて非能率で

あるとともに，回粥企業が利潤採算性の原則をぽとんど

燕祝して経岱されてきたことtこよるものとみられる。

ビルマの国営企業の欠[(jば，軍人によって邸某主義的

i•こ径営されてきた D.S.I. (Defence Services Institute) 

とB,E. D. C. (Burma Economic Development Corpora-

tion)傘下の各企菜の発展との対比によって，いっそう

明らかになっだ。そこで第2次4ヵ年計両では原則とし

て工業部門での政府の新規事業の廷設は且合わせ，既存

の企業の経僻能率の改笹；、こ殴点がおかれろこととなっ

た。しかし他方でしま計画でエ菜の拡大をn的1こうたって
いるので，工業化のにない手として民問沢本の役割が再

評価されることになったのであるc しかし民問賢本の勁

員といっても，半同家機関的な D.S.J..r.~ B.E.D.C．を

除けば，ビルマ人の民族宍本は徴々たるものであり，こ

れを工業化に動員したところで大規似な工渫生歴の拡大

を期待で食ないので，外国狩本の祁入策に1伝換生ざるを

えなくなったものとみられるc そこでわれわれが(4)に指

摘した紹 2 次 4 カ年xi•西の特徴点が浮があがってくる。

(4〉に指摘したとおり，この計画で鉱工菜部門への外国

安本の羽入策に転拠したといっても，従来の但狭なナシ

6ぅ
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aナリズムが放痰されたとみるのは早tl・であり，パーマ

ナイゼイションの政策路線は一itして追求されている点
に注目しなければならない。

外国i芍本の誘致がうたわれているのほ， ビルマ人の弱

小沢木と競合しない特定の鉱工棠分野であって，流通部

門からの外国沢本の躯逐ほむしる強化されており，さし

あたって流通部門での 100％のパーマナイゼイション，

そして将来は全経済部門のパーマナイゼイションがねら

いとされているようだ。ビルマ人の指郡岩たちの考えに

よると，流通部門から外国狩本を追いだすとともに沢本

の海外逃避をおさえれば，いやおらなしに旅業沢本にi転

化するだろうというのである。この楽観的な見通しが実

現されるかどうかは，ピルマ述邦内の民間投沢活発化が

うながされるような投ft3只様の格備が前提条件であり，

悔外からのrt木が誘丙され』拡・エ菜部門で合弁？Jf業が
具体化されてゆくかどうかに依存しており，パーマナイ

ゼイションと外i吋沢本の惑入という矛店した政策がどこ

まで追求できるか疑問であろう。

2. r.-1河日探の妥当性

(l) 国内総生産の成父率の目採と実釈

ピルマの第2次4カ年計ilijOIIii]の1祠内総生産の年liil成

長率の目棟は平均約5.9％と発表されているが，政府発

表のデータから符定すると，計匝第1年度では5％であ

るが，第2年度では6.1％に飛照し，引きつづき第3年

疫には6.2%，第4年疫には6.3％へと成長率の加速化

をめざしていることがわかる。このような『l•匝目楳がは

たして実況可能性をもったものであるかどうかは，・戦後

のビルマ経済成長の実紋と比較検討•してみる必要があろ

う。

ピルマの国内総生産のデークは年々政府の統計経済局

から発表されているが，まだじゅうぶん侶頓I•こたるもの

とはいえない状態にある。われわれは1960年にピルマ政

府発表の国民所得統計にもとづいて，戦後1950--51年か

ら1950～姻平にわたるピルマ経済の年成長平の(1i向値を

i1.8％と符定したが（注12)，その後第2次4カ年計画立案

のさい利用された1961年発表の固民所得統計をみると

(11:13), I 960年以前にさかのぼって数字が修正されている

ため， 1961年発表の統計に茄づいて戦後の成長率を計符

しなおすことにした。

1900-,51年を加準にして1951~52年から1959~60年に

いたるビルマの同内総生敵の成長実8'tを蚊小自乗法によ

って符定すると，約5.1％の長期餌向値がえられ， ]960年

（｝謡～48年）
100万チャット 第2-1図 ビルマの国内総生齢の成疫実糾と長期傾lfiJ
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第2-1函付表 戦後ビルマの巨l内総虹2の成長実餃と長期傾l句(1950/51年～1959/60年）

(l947~48年価格）

年 笈 I 年；；［鰐〗 log:-1ロニItI2 1]□贋五―
I (3) xi (4) (1-)_ ---[2l_上--- ------・―̀＿．直 ． ー·---•--（6) ． ---•一ー・・（戸l

1950/51 0,  34.31 1.5354 0 0 34.84 
1951/52 I 1 I 36.3G ! 1.5606 I 1.5606 I 1 I 36.62 
・ 1952/ss I 2 I 38.99 I 1.5909 I 3.1818 I 4.  I 38.49 
1953/54 I 3 I 40.46 I 1.6070 I 4.8210 I ・ 9 I 40.44 
1954/55 I 4 I 42.94 I 1.6329. I 6.5316 I 16 I 42.51 

1955/56 I 5 I 44.56 I 1.6490 I 8.24RO I 25 I 44.68 
1956/57 I 6 I 49.34 I 1.6932 I 10.1592 I 36 - I 46.96 
1657/58 7 I 47.70 I 1.6785 I 11.7495 I 49 I'19.35 
1958/59 | 8 51會06 I 1. 1os1 I 13.6648 I 64 I 5t.87 
1959/60 9,. 54.66 1.7377 15.6393 81 乱 51
—• ---•-- - - - -- --．．- - -

ー了竺ー［こti:5 ¥ - l 翌麿ぶし： i 誓芦~-I k記＝285I ~ 
（注 1) 困内総生産の実も打れは NationalIncome of Burma, 1961による。
（注2)
y=abt 

logy一loga+t log h 
log y-A+Bt 

{Llogxi-nA-B2ti40 
:rtilogxi-A2:ti-B2:ti2=0 

{16.3933-10A-45B =0 
75. 5528-45A -285 B = 0 

16.3933 45 i 

A=・-'喧・翌こ斜i| 10 45 
45 2..95 | I 10. 16. 3933 

B-i ｛ぶ 75．讐」
45 285 | 

A =log a= 1.5421 
a=31.84 

B =logb=0.0216 

b=l.051 
yt= 34.84 (1 + 0.05l)t 

成・艮半 5.1% 

発表による成長哭伍＇iが約 4.8 ％であったのI~比べて若千

上昇していることがわかる（第2-1図付衷）。傾向値江定

の基礎デークは1947-48年価格であらわされた国内総生

逝の時系列である。最近入手した1962年発表のビルマ国

民所得統計tこよると， 1959/60年皮の国内総生産の実絞

が若干修王されているが，一応ここでは第2次4・カ年計

阿立案のさい利用された1961年発表の国民所得統計が冗

しいものと仮定し， 1959~60年を基邸年度にして第2次

4カ年計画期間末の1964~6彩F蕊・まで傾向値を引き伽t
すと，第2-1表のような数字がえられる。第2次4カ年

計団の数鉗は 1959/60年価格で表示されているが，比佼

検討の必要上，国内総生産の計匝i|：r枯＇i{直も 1947/48年価
格に換棠した。第2次4カ年訂・i団の計il!iWJt/:llは1961/62

年から1964/65年までの4カ年であるが，計画当局ほ訃

両作製段階で1960/61年庇の同内総生産の実歓伯がえら

れなかったため， 19fi9/60年の実紋値を益釦・こして1960/

61年胆は5％の率で伸びるものと期待した。 9CLて1961

/62年度から始まる計画期間の年成長率をそれぞれ5o/o, 
6.1%,'6.2%, 6.3％と見込んだのである。

Lかし，殴近入手した『ビルマ径済年報1962年』（注1-1)

によると 1960/61年度の国内総生産の炭£̀tほ，計画で予

葱された 5％の成長率を大り面に下画り，マイナス 1.9% 

を示した。これは農陸物を中心とする物価の上昇から，

時価クームで3.8％伸びたにもかかわらず，実質ターム

では1.9％の低下が生じたためである。したがってすで

に第2次4カ年計画期間に入るまえに， 1960/61年の国

防総生産の成長災紐が計画財概を大幅に割ると，ひきっ

づく計両期間の日椋達成はますます困畑となろう。つま・

り第2次4カ年計画の最終年次の国「村総生鹿の目根， ・72

億1800万チャット (1!>-17/48年価格）を達成するために

ほ， t1•西期問の年平均成長率を 6 ％以上に引き上げねば

ならないからである。しかしこのような茄い成長率を4

カ年IHJにわたり維持することはビルマ経済の過去の成長

実郷こ照らしてむずかしいものとみられる。すでに指摘

したとおり， 1950/51年を氏牌1i•こして1959/60年｝こいたる

経済成長爽絞は約5.1％であって，これをさらiこ持統的

に引き上げるためにほ社会・経済栃造の変革なしt：：：はむ

ずかしいと予想されるからである。
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邪2-1衷にみられるように， 1959/GO年を込坦附年度に

した釘JZ次4カ年計直の困内総生産の紋終IJ傑(l{ttま傾向

値を約3.3％上回っているが， 1960/61年の実絞を益祁

tこして il•PIi数字を作正すれば， 1964/65年の H探｛虹はほ
ぼ伯il句線上に達するものと期待され，尖視可能性のある

計画目探となるう。しかし，これはみかけの成長平を佑j

くするためのトリックであって， il•i的で採Jri された 1959

/60年の尖紅＇［｛ lれはほぽ傾向線上にあるが， 1郎0/G！年の

央紺{{:i'.iは傾向値を約5.9%F回っているため，より低い
実u't値を邸船ことれば，より硲い計画目栢成長＊を設定
することが可能となる点に術慈しなければならない。ゎ

れわれが第 2 次 4 カ年~,前の 1且椋値を実紹値と比較検討

している楊合には， もちろんこの点も考1,itに入れている

のであって，もしこの計画が[gi向値を利司る火紐を示し

た1960~61年を哉準年/ll:tこしていたら16％の日店載；艮埒:

は5.1％の低I:1]{1［によって示された過去9カ年の成長実

叙に比べて，硲いとはいちがいにいいきれないのである

が，たまたま計両の逃準年度としてとられた1959~60年

の実紐値がほぼ｛頑向線上にあるため，目採と実絨の直接

的な比i佼検討を可能にしているのである。

第2-1表咎2次4カ年計画狐1計1の同l勺総
生逝の；ii•西月傑と没）関煩向値

年度

(in位： 100万チャッ I・ • 1947/48年(111i格）
-------. ---

E1r)..」総；生磁
国 内 田 内 第2次4カ

総生盗 総生旅

年疫年..(）1；tぷt9“5面＇9針/．qn60 ・探年実ら't値(l) 糾保lfij iii (l2開) 

国内総生旅
第2次4カ
蝉•西⑰
(1960/61 
年油部年
II送）

(1) 
1100万 1成・足
チャット＊ ％ 

!00万I成・反 100万 1登成・長ら
チャッ I・訣1：。バ、` チ.ャ-ット

100万 l紐
和•ッ I・半せ

悶351/麿621 | 9,5]I“' 8.0 5,tal 5.1 1 5,403(l) ~1.9 G,729 5.1 
1 5,419(l) 1.3 6,C22 5.1 
19齢砂／団 （推定） 6,328 5.1 

5,~66 
5,739 
1,026 
6,394 

ヽ

5.0 
5.0 
6.1 

5,4隙(I)
5,678 I 5.0 
6,024 I 6.1 

I:::悶 i.'｛19 St 6,(51 5. l 6,790 じ．2
19 ~ 6,590 5.1 7,218 6.3 

（注） （1) 限内総生恋の実t'W.iは NotionalIncome 
of Burmn. 1962および EconomicSurvey 

of Ilurma, 1962のi釘訳された数字によるQ
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(2) 閃内総生臨の長期飢l句値はSeconclFour-
Year Pinn for山eUnion o(Durma (1961 

/62 to 1964／邸）で利用された1950/51年

から 1959/60年にいたる団内総生脳の実絞
佃より最小自乗法によって．3T．定。
(3) 節2次4カ年叶面では 1959/60年を辿準

年度として 1960/61年の国内総生照の成反
率は5%, 1961/62年以後は成長率が涸次
・ビ昇し， i汁西期問・平均して5.9％の成投半
をとるものと期待している。

しかし，計画目椋の妥当性を検討するためには， tこん

に阿内総生粒の成長実紙から引き出された傾向値と目椋

値とを比較しただけでは，け］らかに不じゅうぶんであっ

て，国内総牛照の支出構成， Jtt紫一投狡パランス，貯落

平，投沢率およびfi本一郎闊・':jit率等のにちいたった検

討が必要となろう。

(2) !ft! I}、）総生旅の支11.i構成

第2次4カ年i汁両では計画期II!]全体を合計した限内総
,Ki1和の支I.li構成が発表されているだけで，各年次ごとの

支li：構成が明らかにされているわけで［＇がない。そこでわ

れわれは「~-1雨」にみられる各所与の経済指栢と一定の

仮定に甚づいて，才改1の変数を芥定し， t1前期間の困'"'

総生痒の支lli構成表を作愈↓してみたc

第2-2表にみられるように，；tl・雨拇l問にビルマの国内

総生旅は1959/60年価格で1961/62年l度の65低9800万チャ

ットから1964/G5年殷の79i怠0200万チャットヘと約19.8

％研すものと期待されている。総料i1't支lliは1961/62年

疫の54低5600'）jチャットから 1964/65年炭の65低3500

底ャットヘと約19.8％ふえる見込みであるが，民問梢

叩 1961/62年度の43低8300万チャットから1964/65年

第2-2表 ビルマの第2次4カ年Ji・i!1i
這碑生並の支叩1;成

（単位： 100万チャット・ 1959~60年価格）
~-

年殷＿ （2) 

厨 t支Ili 1鰐詞 1Ehll巳覧霞

ー□．L-祖1忍『璧il曼：］鳳．P
言渠Ii言言直臨渭喜言

紐箆
5771 s, 787 I 
6,157. 

．．  

（注） 1. G.D. P政府ならびに民間の同定狡本形

成，政府il籾と支出および財貨サービスの柏
出入差の各数字は ‘、Second Four-Year 
Plo.11 for the Unio11 of Buxma, 1961/62 

to 1964/65,’'の所与のデークを利用。

2. 計画期llnを通じて G.D.Pにたいする貯
湘半は17.3％不変と仮定。

3. 民IUli肖どしおよび在hli投：只は所与のデーク
と仮定にもとづいて推叶。

4. irl•西期間の総喪本一臨出祁比半 (Gross
capital-output ratio)は約3.6の平均値をと

るが，各年次ごとに変化。また G.D.Pに
たいする総投只率は約21.3％の平均値をと
るが，年変ごとに変勁。
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度の53億3300万チャットヘと約21.7％伸びるのにたいし

て，政府祁l~陀支出は 1961/62年貶の 10範7300万チャット

から196'1/65年低の12憶0200万チャットヘと約12.0%9)

仲ひ？•こおさえられてし＼る。その結果，総梢毀支 Ili に．占め

る政府支出の割合は1961/62年度の19.7％から1964/65年

度の18.4％へと比率の低下を示しており，政府の不生旅

的な消it支出をできるだけ押えるとともに辿期l'i'l.1(支出
をふやそうとする窃欲がみうけられる。

・粗固定祖木形成n.1961/62年度の13億7]00万チャット

から1964/65年駿の14!怨政）0万チャットヘと約6.4％ふ

える見込みであるが，政府部l"]の祖t~1定沢本形成は1961

/62年度の6似6100万チャットから!962/63年殷℃．7低

1200万チャットヘと怠濁したあと洩少頻j[iJをたどり，

1964/65年後には5i怠8000万チャットに減り，計画期肯

から期末へ14.0％の低＾ドが予想されているのにたいし

て，民間部門の注固定沢本形成は1961/62年度の7億1000

万チャットから 196~/65 年渡の 8 舷 7如0万チャットヘと

4カ年nりで約23.8%J.杓え，総固定歿本形成に占める民固
投資の割合は， 1961/62年疫の約51.8％から1964/65年炭

の約G0.2%tこ科岳る見込みであって＇民氾 i投衣へよ蛤ら

れた期待がいかに大きいかを示し＿Cいる。他方，財貨・

サーピスの愉出入差は計両JI）lr郡・,:.：おける梢1!(と投ftの削
大によって赤字と予想されているが， 1961/62年庶(/::,3

低7500万チャットの赤字から 1964/65年殿の 1億勾00万

チャットヘと赤判雁は減少傾I{,]をとるものと期待されて

いる。

計画期間全体としての国内総生低は1959/60年価格

で， 289億3400万チャット，消骰支出は239iぼ2800万チャ

ットで， fBll):I総生産の82.7％を占め，民［曲l窮れま193捻

5100万チャット，政府梢費は45艇1700万チャットで，梢

股支lliに占める政府支出の割合は約19.1％とみられる。

総国内沢木形成；ま61位5700万チャットで，国内総生胆の

約2l.3％を占め，政府部1'りの粗固定灯木形成は26槌2900

万チャット，民Ir¥]部門は31[g5800万チャットであり，ま

た粗固定夜本形成総菰57低8700万チャット：こ占める政府

部rr！の割合は約45.4％となるう。なお過去の実紹と対比
の便宜上， 1950/51年から1960/61年度の国民総生産の

支Hif，'勃成を釘32-3表に示している。

以上においてわれわれは， a12次4カ年計画で予想さ

れた国内総生旅の支出溝成を見てきたが，つぎに貯蓄・

投狡パランス表から投資訂唖ikl椋の妥当性を校討してみ

よう。

(3) Jtj'裕一投咬パランス

貯恕一投狡パランス表｝ま投狡とその財褐iであるIti唸与と

を対比し，その差を示したもので，経消il・両作褪且の基

従祖料の 1つとして巫淡なものであるが， ピルマの第2

次41J1回1側では，この表が提示されているわけでほな

応そこで，さきの屁II芍総生産の支出構成と同様i'e，計

両の晶礎数字より符定し，第2-4表のような！濯ー投府

パランス表を作製してみた。）彫裕一投沢パランス表にみ

られる貯帝と投狩計画の目標を過去の変紹と比較検対す

ることによって，投賓計画 I~ 伽·こ傑理がないかどうかが

判明する iさるう。

第2-5表にみられるように，総国内沢木形成は1961/

第2-3表 ビル・マの固内総生魚の支叫諏（実戟）

直： 100万チャット・ 1寺(i『)

..•一―`＿.．． ..I ・梢•一五-.-［ll「「口五ふ噂・1.;]冨真ぎ豆—•F·i 五尻冨―国ー·•玉＾ 1詞霜謳
年 度 民――間―哀ゴ--；•百――•iltl・・政―而―， 釦．生必．．—

(1) ！ ! ！ 紐出入廷 l•Jr 得
総生並船l暉ヨS

(2) （3) （4) 1 (5) | (6) （7) （8) 
I叫 iiu

(9)...(7)+(8)，⑲  
•--•一 ....·'·-~ •••一●ー ．．．．・・ー・...••一 -··-----·-囀·-·---·一•• 一ー ・・ •—· ----

1950/51 2,668 318 | 298. 133 45 228 | 3,690 - 8 3,682 3,199 
1951/52 I 2, 724 I 395 i 384 I 226 I 133 I 2況 4,084I... s I 4,079 I 3,s20 
1952/53 I 2,935 I 525 I 393 I 259 I +224-I•284 I 4,G20-I• 2 4,622 4,033 
1953/54 I 2,975 I 698 I 398 I 435 I +11s I -95 I 4,589 ．卜 s I 4,597 I 3,917 
1954/55 I s,121 邸s I :i44 I 562 I +103 I + 45 I 4,8131 - 1 I 4,s12 I 4,1泌
1955/56 I 3,383 邸8 4謁 5l9 I -22 I +161 I s,162 I -12 I 5,150 I 4,466 
1956/57 I 3,888 I 746 額 509 I + 67 I -267 I 5,452 I -1 I 5,451 I -1,604 
1957 /58 I 3,681 I 848 I G02 甜3 I + 48 j -339 I 5 濱1:~ I -14 I 5,359 I 4,527 
1958/59 I 3,121 I s1s I 583 I 420 I + 86 I -102 I s,583 I -25 I 5,558 I 4,722 
1959/60 I 4,096 I 969 I 530 、1it6 I +143 I -193 I 5,991 I -13'5,978 l 4,924 
1960/61 4,374 940 575 379 -I-46 I -93 I 6,2211 -・19 6,202 I 6,182 

. ・・・--・・
（出所） Ministry of National Planning, "The Nntional Income of Burm1t'', Supdt., Government Printing 
& Stationery,. lJ11ion of Burm,1, Rangoon, 1955 p. 5, 1956 p. 14, 1957 :p. 14, 1958 p. 14, 1960 p. 5, 
1961 p. 5, 1962 p. 3より作製。
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第2-4表 Jt耀一投沢バジソ構（計画） （単位： l()()万チャット・ I与価）
ー・

(I) 固 内 貯 苓・ (II) 固 l勺沢木形成 因際
. ---総困I

・年庇 l 純貯甜 (2) 証雌引当 (3） 邸 i|麟定汽木形成(2) 粗固定貸木形成(3)加 R収支
讐―—·—―-• 一•一暉”卜 (A) （B) （A) （B）繹

、一

計・ nl・ (A) I (B) I n I (A) I (B) -（l) I ¥I I民l!＼ll騨 ぃLL政lff1郎1)しJ民lhl1・政府：・ニ：f田口．．．”●ー ・・ー・—-----・・ 
l l l 1961/62 I 1.3011 9551 6401 315! 3461 2401 10611,s1111,025l 470I 55511,3711 no(6611 1461 -216 

1962/63I1,42411,063 I 785 切81 3611 2471 114l 1,578l 1,108! 5101 fi98I 1,4691 7571 7121 109: -154 
1963/64 1,4801 1,121 879 242 --• 359| 252 1071 1,568 1,1291 560 5691,488 812 676 801 - 88 
1964/65 11, 54711, 1951 969l 22s1 3521 2591 9311,49511, 1071 6201 48711, 4591 879 祁01 351 + 53 

碑） 1. 純固定汽本形成， iを和叫引当ならがしこ総沢本扇五示ここ―dFo[r-Y;；-r Pla!l'’ 
の辿礎数字を利月J。
2. 総国内貯荼は国民総生恋のデーク（第2-2表）より推計。
3. 純貯苦は総因r勺貯密マイナス究木担耗引当，政府純貯祖は “SecondFour-Year Plan" 0)31表よ．

り J•I紅，民問純貯おは残団。

62年度の15低1700万チャットから1962/63年の15低7800

万チャットのビークに述したあと減少煩l:iJをたどり，

1961/65年此に14低9400万チャットヘ約1.5％の絨少が

見込まれている。在印投狩は19Gl/62年疫の li慈4600万

チャットから1964/65年度の3500万チャットヘと一:Ctし
て祓少紅i向をたどるものと予想されている。料固定賓本

形成は1961/62年度の13億7100万チャットから上昇鋲

向をたどり， 1963/64年腐の14ii滋800万チャットをビー

クに 196'1/65年庇には 14低5900万チャッ•卜に祓少するも

のと予想されているが， tf匝ilU罪］全体では約6.4％の仲

びが見込まれている。沢本減店認を控除した純固定狩本形

成は， 1961/62年度の10低2500万チャットから1963/64

年脱の 11低お00万チャットをビーク 1•こ， 1964/65年疫に

は11低0700万チャットに減少するものと見込まれている

が，計画期間全体で約8.0％の削加が期待されている。

政府部門の純同定狩本形成は1961/62年度の5低5500万

チャットから1962/63年1虹の5低9800万チャットのピー

クに逹したあと祓少栢向をとり， 196-:1/65年渡には4低

8700万チャットヘの減少が見込まれているが，民間部門

の純投査は1961/62年度の4低7000万チャットから沿実

な上昇餓l句をたどり， 1964/65年庇には6m:2000万チャ

ットヘのJti'l}Jilが期待されている。

つぎにこ：の投毀計画の財源としての国内貯告のi・J莉iH

探をみてみよう。計画によると，総国庫澤は， 1961/

62年疫の13餡0100万チャットから1964/65年疫の15低

4700万チャットヘと約18.9％の堺加，また預本姐耗引当

を控除した純貯裕は1961/62年度の9低5500万チャット

から1964/65年皮の11條9500万チャットヘと約25.1％の

珀加が見込まれている。純貯荼の内択なみると，政府部

門の純Jti密は1961/62年底の3低1500万チャットから
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1964/65年貶の2億26007:iチャットヘと約39.4%(}）放

少が予想されているのにたいして，民間部門の純）t慄肛

1961/62年度0)6低4000万チャットから1964/65年度の

9低6900万チャットヘ約51.4％の増加が期待されてい

る。その結果，民IMl部門の純貯菩に占める比率は1961/

62年庇の約67.0％から1964~65年庇の約81.0％へと邸•ま

り，総匡r勺貯紫に占める割合でみると， 1961/62年｝足の
約67.7％から1964/65年度の・約79.4％へと上昇すること

になろう。

このような国内Jtt苦の大｛りな増加期待にもかかわら

ず，投狩計画実施のために1、ま，•国内貯菩だけではなお不

じゅうぶんなので，その分は外国貯菩によって穴うめさ

れることが期待されている。計画によると，附喘一投汗

の差つまり国際収支差は， 1961/62年庇に2億1600万チ

ャットの赤字， 1962/63年度に 1億5400万チャットの赤

字， 1963/64年庶に8800万チャットの赤字をとるものと

予想されているが，蚊終年殷の1964/65年皮には5300万

が＇｀；；トの黒字となり，匡内貯菩だけで国内沢本形成を

衣かないうるものとJU]待している。

しかしこのような投府とlti帝計画の日駆数字は，過去

の哭紺tと照らして検討すると，かなり過大なit囮目探で

あることがわかる。第2--5表は 1950/51年度から 1960/

61年庇にいたる過去11カ年1h]の貯菩と投賓の哭紺tを示し

ている。さきにあげられたil匝の目探数字は1959/60年

価格で表示されているのにたいして哭絞表の数字はlI寺(lUi

で表示されているから，この期間のfilli格変化を考えると，

厳密な慈味での比倣ほむずかLいが，およその検討は可

能であろう。

第2-5表から茄みとれるように，総国内貯括は1952/

53年股の lli如6200万チャットをヒ°ヽ→クにして減少し，
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第2-5表 貯裕ー役狡バランス（＇炎飲） （単位： 100万チャット・ l~lj:{Vli)
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(UI所） National l11come of Brtrma 1956, p. 11,同 1960.p. 14,同 1961,p. 14，同 1962,1)．14より

作成。

1955/56年此にほふたたび10億7800ガチャットまで1!11似

したが，その後は停滞紐b」を示しており， 1960/61年庇

には8低8800万チャットにすぎない。民,m純l恥咄沿1950
年以後I-．昇傾向をたどり， 1955/56 年J•船こ 7 ［な 1900.Jiチ

ャットの戦後ヒ°ークしこ逹したが，その後は減少煩向をた

どり， 1960/61年疫には2億7500万チャットにすぎず，

近年における民問貯菩の不振を示している。政府邪門(l)

純貯菩は近年いちじるしく不視財な変吸］を示しており，

はっきりした煩向を引きだすことはむずかしい。一般政

府音3「'1の純貯苦の変動は，米叫佑出に極肱tこ依存したモ
ノカルチュア経済のぜい弱住を反映しており，またビ）レ

マの財政制度のもつ欠陥，予額況分上の不合理，行政張

梢の非能率による支1』の迎れ等に起因している。また公

企染のマイナスの貯菩は，企棠経営上の欠陥から生じた

収益の減少ないし狙失を反映している。

第2次4カ年計画では， 19114/65年渡の国［勺純貯密の

目椋は11箆9500万チャットであるのt::::.，甚準年I貶の1959

/60年度の哭絞ほかろうじて5t意7000万チャットである'

から， 5カ年間で2倍もの踊）JIIを見込んでいることにな

る。また民問部門の純）料菩の1964/GS年庶の日楳は9億

6900万チャットであるの｛こ，・ 1959/60年庶の実uttt2低

8600万チャット：こすぎず， 5カ年11:l]で3倍以上もの珀力II

を期待していることになる。しかし国内貯若は最近5カ

年問むしろ停滞傾向をたどってきた事突をみると，この

計画がいかに楽慨的であるかが判明するだろう。近年に

おける民間貯菩の停tl睛傾向は，一面では民問投沢活動の

り蹄itを反映している。 l垂内投質の不振がlti翠iを波少さ

せ， ll祖容の不振が投夜を減少させるといった悲須現の再

生肱プロセスを表の数字から説みとることができよう。

粗熙内固定狡本形成は， 1955/56年距；・c9艇．5200万チ

ャット， 19~6/57 年炭に 10fu"；1800 ールチャット， 1957/58 

年殷に11低3500万チャットヘと上昇したあと下降に転

じ， 1958/59年殷に10億0300万チャット， 1960/61年鹿

に9位54OO万チャットヘと低下してきた。粗固定狡本形

成の傾向に強い彩啓をあたえているのは全体＂）約 50％を

占める民l蜀投祖であって， 民間粗匝定沢本形成rt.1955/

5G年の4低3300万チャットから 1957/58年の6億0200万

チャットの戦後ヒ°ークに述したあと下［佑こIl庶じ， 1960/

61年度には若干回復したものの 5低7500:)jチャットにす

ぎない。政府部門をみると，一般政府の粗固定資本形成

は一時1955/56年度｝こ2fil:6600万チャッ・トに低下したが，

その後心碑傾向な示し， 1960/61年度tこは2億．MOO万

チャットまで同後したが， 1954/55年の戦後ピーク 3党

0900万チャッ i寸こは達していない。公企棠の祖固定資本

形成は1955/56年に戦後どークの3低5300万チャットを

記録したあと一貫して減少娯向をたどり， 1960/61年変

には 1t,J:3500万チャットtこまで低下してきている。

1959/60年底の爽叙を茄郎にして，第2次4カ年計画
の最終年次の1%4/65年変の遡個l1J..」固定狡本形成の目楳

と比ぺると， 5カ年間に約1.5倍の増加を見込んでおり，

また民岡祖固定狩木形成は約 1.7倍もの増JJl]を期待して

いることがわかる。第 2 次 4 カ年計面柑lrdjI•こ民！眼l投資t文
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培実な珀｝川が期待されているのにたいして，政府投沢は

計画第2年皮の1962/63年度tこ7低1200万チャットのヒ°

ークに逹したあと下降に転じ， 1964/65年には5位：8000

万チャットが見込まれているので最終目探年次との比i餃

はあまり慈味をもたない。ここで計画の後半期で，総国

肉狡本形成の約50％を占める政府投歿の減少が品込まれ

ているにもかかわらず，国内総生産の成長テンポはむし

ろ後半期に加速されるものと期待している点に注目しな

ければならない。しかしこのような阻•画が妥当性をもつ

かどうかを閻ぺるためには，投狡効率，投『t率と経済成
長率との関係をあらためて再検討しなければならないだ

ろう。

(4〉投沢率，投歿効率．t心i．ぴ経済成長率

紹2-6表はビルマの第2次4カ年計画期間のI租肉総生

産の成長率，総狡本一庶出邸比率，総投狡率，総It笞汚率

および国際収支並率を示している。周知のよう（こ固内総

生産の成長率は国内給生舷にたいする総投咬の比率と

総投究の産出する国内総生鹿の崩分との比率一投究効率

とのも’tに依存する。投沢効率の逆数が総歿本一座ijir晶比

率であって， 1単位の並出高を生みだすために要求され

る狡本必要庶係数をあらわしている。したがって総投狡

率の裔いほど，また投狩効率のr．ぱいほど，換宮すれば総
沢本一産出高比率の小さいほど国内総生産の成長率ほ認

いことになる。

第2-6表第2次4カ年計・;niJUl1i・りの国疇鰭
の成；；；；率，総i行本一韮麟比率，総
役匹率，麟暉認および醗J艮
廷平（目採）

噂：％）

護l|t叶□噂言言5:
一．

(l) l (2) -:-（2) （4) （5) -（4) 

昌[[-1罰］］［」--
（注） 坑 2-2 表の数字より「r1•3T. 。

第 2 次 4 カ年f·I•阿では 1961/62年胆の国内総生敵の成

長率が5.0%,1962／⑱年認6.1%, 1963/64年変6.2%,

1964/65年度が6.3％と系進的に上昇することになって

いる。これにたいして総投究琳のほうtむ 961/62年度の

22.9%, 1962／鉛年此の22.5%,1963/64年変の21.1%,

1鉛4/65年変18.9％のへと年々低下ぽ向を示している。
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したがって投安効率が年々改部され，総沢本一産出『5比
率が低下することが予想されているのであって， 1961/

62年度の4.6%, 1962/63年度の3.7%, 1963/114年庇0)

3.4%, 1964/65年度の3.0%~こ低下することになるう。

そして計匝期間全体の年平均投汽率は21.3%，総狂本一

産t.u硲比率は3.6,成長率は5.9％が見込まれている。
この問の匡il1-：総生施I•こたいする総国内貯若の割合は17.3

％とみられ，総函内狩本形成が総国内l酌容を上回った分

は，海外からの借款，賠訳，賠与その他費金流入を期待

しているわけであるっ第2-6表から読みとれるように，

外国貯を（表の(6)項の国深収支羞t•こ等しい）の総国内狡

本形成の狩金源に占める割合は計画期fH]を通じて平均約

17.4％とみられる。そこでつぎiこ，計画で且込まれた語

係数の目原値を実絞伯と比咬検討することは典味がある

う。

第2-7表にみられるように， 「ビ）レマ1咀l民所得1962年』

の咎正侑l•こよると 1950/51 年を苗郎とし 1951/52 年から

1959/60年にいたる過去9カ年問の国内総生施の年1閲．純

平絢成長率は約5.4％であるが，前半のビドウタ計画翡l

rn1の1952/53年から1955/56年の4カ年の年平均成長率

第2-7衷 国内総生照の年成長半，総店本一
畔翡比寧，総投既率，総I図r村貯
註および且4l深収支並比率実糾表

（紐：％）
．――-

固内総 総衷本 l祉l)..］総生1国内総生細配lr.
I il;j)位の 一Rh.tii 1産にたい恋にたい詭にたい

jbj |li! I塁紐 i'ii比率する総叫する総国贔委誓際
{3)= (4) 究率 r);ll胆杏率

(6) =(5) 
(1) （2) •一・一遠＿—＿ （4) | (5) | ＿(4) 
; 1951/52 6. 0 3,0 18.21 23.；一—•5.3
1952/53 I 1.2 I 2.6 I 19.o I 25,2 I <i.2 
1953/54 I 3.8 I 5.8 I 22.0 I 20.l I -1.9 
1954/551 6.11 3.41 21.0 i 22.1 I 1.0 
1955/56 3. 8 4.71 18.o ! 20.9 2. 9 

11111999995558560679/////558 560 67 9 1 

10.7 1.9 19.9 15.0 -4.9 
-3.3. 6.7 ~2.0 15.4 -6.6 
7.0 2.8 19.5 17,1 -2.4 
8.0 2.3 18.7 15.2 -3.5 
ー1.9 8.5 16.l 14.2 -1.9 

年1-951平29/5539/均GO 年 I 5.4 I 3.7 I 19.8 I 19.4 I -0.4 

｛9I、~的9ビ91面平が四ド潤認ウ閥均依クC ） 1 5.2 I 3.8 j 20.0 I 22.1 I +2.1 

91匹：~9次95頂D6/4則5均51カ9J9l6『, 5訊90J 9 I 5.6, 3.6 I 20.0 I 15.6 I -4.4 

---•-一---• （出所） Ministry of National Pianning, TIIC 

National Income of Bzmna 1962,の修正された

辿礎数字より itl•#。
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が約5.2%, 1956/57年から 1959/~60年1こいたる第 1次

4'}J年針画期間の年平均成長率が約 5.6％であり，長期

的にみてほぼ5％台の年平均成長率を維持してきたこと

がわかる（注15)。

i国内総生座の成長半を規‘巫している 2つの係数のう

ち，総狡本一座出高比率をみ・ると，過去9カ年の年平均

で3.7, 前半のと゜ドウクの計画期間の年平均値が3.8, 第

1次4カ年計画悶JIii]の年平J与｛れが3.6であって，長期的iこ

みて比腋がJ安定した{iti・セ示している。したがって第1次．

4カ年計画期間における総ff4「J..jJt1帝率のいらじるしい低

下にもかかわらず，経済成長率の低下が生じなかったの

は，栂外から(/)賠償，援狐借救節によって総投沢率が

20％台に維持されたからであるとみられる。

H)51/52年から1959/60年［こいたる過去9カ年伯）の総

貯苦率の平均(j(iは19.4％であるが，前半のビドウタ計画

JDl|fi]には9カ年平均を上回った約22.1％を記録した。こ

の期Ill]の総投狩率は約20.l)％であるから， 1封I策収支差も

プラスであって，まず頻栂な経済成Iとを記録したものと
いえよう。第2-1図にもみられるように， ビドウタ含l測

0)ilij半期の国内総生産の成長爽紺しをみると，長期頻向f直

に沿っており，かなり安定的な成及をみせているが，後

半の第 1次4カ年計画JUi|i!］に入ると成長率の変動のildが・

大きくなり，きわめて不安出な成長(l)あしどりを示して

いる。第 1次4カ年計画期間の総投ft率の年平均値は約
20.0％であるのに．総lti喘率の年ごi・均値は約15.6％であ

って，この期lb1に国際収支・路が逆閲傾向に転化したこと

がわかる。したがって第 1次4カ年計両期間の国内総生

並の年平均成長率が5.G％を示したとしても，この数字

tこ眩惑されてはならない。この期間の見かけの成長率の

背後で経済の基濶はより悲化してきたことに注目しなけ

ればならない。事災，第1次4カ年計画が終了し，第2

次4カ年『I・両への過渡期の空白期が生じた1960/61年iこ

は貯菩率の大郎な減少と投ft率の祓退によって匡内総生
産の仲びもマイナス 1.9％といちじるしく低下したので

ある。

第2次4カ年計画で（ま過去の実紐とくらべてかなり高

めの計画1引揉をかかげており， 1951/52年から1959/60

年の国．内総生産の年成長率の平均尖甜＇（約 5.4%,'⇔たいし

て， 5.9％の目探値をかかげているため，総残本一鹿出

高比率も 9カ年の平均実紐値3.7i：：：たいして 3.6の目釈

鉱総投灸率も 9カ．年の平均実紐値19.8%1こたいして

21.3％の目探値となっているが，これらの目摂数字の逹

成は相当むずかしいものとみられる。ただ貯菩率の過

去9カ年(})平均突紋値が19.4％であるのにたいして， ll・

画l引探伯は17.3％であるが， 1956/57年から1960/61年

にいたる故近5カ年間の貯若率の平均炭紐｛直はかるうじ

て15.4％であって，これとても達成容易な計面目似とい

うことはできない。とくに第 2次4カ年計画では，国内

絡生瓶の成長率が年々}Jll速化されてゆくのに，肝心の総

投狩率ほ年々低下してゆくのであるから，理除的｝こは総

沢本一庶且滋比率が年々低下しなければならないことに

なる。しかし，総狩本一盗出高比率の好都合な低下を淵l

待するのは尖菜I:.熊理であって， lfl米の社会経務組織を

変非．し，投ft効率を改善するとともに， 1け喘率を引き上

げ，再生舷を円｝『なil恥誼に(J)せるための総合的な努力を

欠いておれば，せっかくの計匝もも＇し上のプランに終わる

ことになろう。

N 総・ 括

以上においてわれわれば出ずビルマの打S2次4カ年fil・

l彰）概災を示し，ついでこの 8·.I•西の特質と目梃自体の実

視可能性について秤検討し， 111米の社会経済紅様のしと

では目恨にかかげられた経済成長テンボの引き上げがむ

ずかしいことを泊じてきた。ビルマのようiこ1次瓶品の

袷l.:Liと工業製品のII彰入に以迎に依存した国では，経済成

長テンボの上昇限界としてl団際収幸が韮・大な1il約条仲と

なるのであるから，経済成長テン4むを引き上げ．国民の

生活水雌をたかめるためには， 1次産品のI)f・j発によるIifl

liiセククーの拡充と帷入代替セククーの育成が必要不可

欠になってくる；このためには．認業と工業邪？りとの調

整的・補完［Iり発股が要諮されるのであって，第 2次4カ

年f;i•国の立索者たちがこの点を認識し，おをまきながら

開発のプログラムに組み入れたことは注1;1！こ紐する。

底業怒rりの近代化と生産住の向上を基盤とする工業化
計画がビルマ経済発展の課俎とみられろが，このために

は長期的な経済楷迭の変i和の艮迎しのうえtこたった附発

計画の立案が必要であり，またt·I•両逃行のための溜在的

経済力の完全な仙員と計画実脆機t隊のi針Iiiが要前される

のである。これらの要翻こたいし"C, ネ・ウイン政権が

いがこ答えてゆくかは興味ある問題であろう。

（注 3) Unit叫 Nation:;,、Evaluationof long-term 
economic projectio:i", A prelimillary Report by ti比

Secretary Gene,・al, Document E/3379 pp. 43,._,59, 

（注 4) W. W. Rostow, "The Take-off into Self• 
Sust.1ine<l Growtl1", Econ<>mic /01ヽrnal.March 1960, 

pp. 25~48. 

（注 5) United Nations, "Econom:c Deve:opment 

and Planning in Asia and the Far East," Economic 
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Bulletin for Asia atld tlzc Far•East, Vol. XII, 
No. 3, 1961, pp. 1～邸

（注6) Thet Tun, Burma's Expcrie,u:a in Eco-
nomic Planni11g(Extraclc; from THE OPEN MlND, 

Vol. l, No. 12, Oct. 1960), Supdt., Government Print-
ing and Stationery Rangoon, Oct. 1959, pp. 16~19. 

（注7) 大阻昭， 1・ビルマ槌済の計画化と成長の諮
翡園」， rビルマの経済叫発』， 濶在研究報告双i.1凜 14
集，アジ7絲梢研究所刊， 1961年， 74~8ページ参照。
（注8) G. Myrdal, Economic T/icory and Under・
developed Regions, London, 1957. 

（注9) 戦後ビルマのA.F.P.F.Lの分裂の貶史を
知ることがこの理僻を助けるだろう。 SeinWin, The 
S/Jlit Story, An Account of Recent Political Upheaval 
ilt Burma, Rangoon, 1959 1J.照。
（注10) B. C. A. Cook; BURMA : Economic alld 
Commercial Conditio,zs切 Rurma,Her Majesty's 
St:1tio~ery Office, London, 1957. 
（注11) A. 0. Hirschman, Th_e Strategy of Eco• 
110mic Development, New Haven, Yale University 
Press, 1958. 

（注12) l1f：褐『ピルマの経済l)｝li6』,87~8ページ念
照。

（注13) Union of Burma, Ministry of National 

Planning, The National Income of Burma, 1961, 
Supdt.," Government Printing and Stationery, Ran・

goon, 1961. 
（注14) Ministry of National Planning, The Re-
volutionary Government of the Union of Burma, 

The Natio11al Income of Bttrma, Sep. 1962. Sup<lt., 
Government Printing and Stationery, Rangoon, 

1962. 

（注15) 戦後ピルマの経済成・貶率の麻い 1つの説叫

狸由としてしてヴィヒマ・ノが終戦i任後の遊体設WI能力
の存在をあげているのは典味ぶかい。しかしもちろ

ん，政府発表の統計の伯疑性についての躁漁も少なく

ない。

1. Arthur A. Wichmann.‘、EconomicDevelopment 
and Capital Formation in Burma", The Reviciり

of Economics and Statistics, Aug. 1962, pp. 325 

~9. 
2. E. E. Hagen. F..cmtomic Devel(}が加ntof Bun加，

New York, 1~60. 
3. P. N. Rosenstein-Rodan, "International Aid for 

Underdeveloped Countries," Tile Review of Eco-
nomic(1nd Statistics, Vol. XLIII, No. 2, May. 

1961, p. 131. 

（アジア経済研究所・I<lulI父・艮謁在室 大西 昭）

●
,
．i
'
u

に

3
~
.
5
:
'
b
9
1
1
-

●
,
H
n
h
.
‘
9

ヽ
9
1
1
5

・
L
.
1
9
w

●
●
ー

L
I
c
•
|
|
i
:

•. 
ー

,
L
I
.
-―↑
9.E9.,

．i'Jコー，

t
 一

郎

史

郎

雄

寿

『

．
 

ニ
竺
―
1-

3
 

雄

宗

9

齢
＊
継
川

L
 

林

斎

布

其

山

7
 

．
．
．
．
 

•.•• ..•• 

L
 

．
．
．
．
 

~
ヽ
J

.

.

.

.

.

 

i

定
~
~
~
~
~

i

予
~
~
~
~
~

．． 

（
 

．
．
．
．
．
 

l
 

••••• 

[
容
~
~
~
~
~．．
．
．
 

••.. 

内

．
 

:—~ 

一

な

．
．
．
．
．
 

も

．． 

f

お
~
~
~
・
・
合
、

．． 
易
~

＂

の

ぃ

．
 
J
 
）
 

• 

）
 

.
,
0
.
.
 

-

号

・

・

’

●

・
・
ク
・

．
．
．
 

・
・
ラ
・

月

ー

，

・

イ

・

1
 

.• 

―
二
三
-

ー
ヘ
ぷ
叫
点
・

~
第
ァ
ぶ
奴
恋
発・
的
問
開

ー

ジ

a

'

巻

ァ

ご

史

の

済

i

4

の

ぶ

胆

化

経

H

第

合

玄

3

棠
と

統

・

出

エ

立

一

済

済

③

袷

る

中

ナ
の

-
0

ア

叩

、

経

経

閥

い

！

ァ

I

財
払
ォ

r
 

l

ジ

ッ

の

ぺ

に

ジ

ロ

ド

延

同

ポ

ー

一

ン

ゾ

進

ン

[

ア

ョ

イ

対

後

ヵ

a-3
 

l
 

一

究

査

｀
 

L
 ＿

研

謡

i
 

u
 

L
 一

•
z
9
|

：

E
I
l
"

ヽ
』
．
＂
＂
ー
，

．．
． 
I
I
！・・

姿

醤

料 1961年の綽固経済．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・中 ）II イさ 夫
経済開発の労倣・社会的側面―-ILO第5回アジア地城会設の総長報告・・杭 Jll 和 夫
ラオス経済・社会開発 5 カ年計画．．．．．……••……•アジア経済研究所長期成長調査室

評 G.Vllucher, G. A. Nasser et son equipc............................熊田 字
J. C. Daruvala (ed.), Tensions of Economic Development in Southeast 
Asia.......,.......... ••·•··•··•···•·····彎．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．久米 収
W. F. Wertheim, Indonesian Society in Transition: A Stzidy of Social 
Change..........................................................鈴木長年
R. Theobald, P,・ofit Potential in Llzc Developing Countries.......・・・・・高木他次郎
・ D. N. Banerjee, Some Aspects of the J11dian Constitution............落合浮径
l3. B. Misra, The Indian Middle Classes...........................管原膝也
D. Lerner, The Passing of Traditio加 lS心icly.....................揺沢正樹
L. H. Jansen, F年 1̀ヤudc,Protection and Cttst01ns Union............柴田 裕
D. Seers, "A Model of Comparative Retes of Growth in the World 
Economy'', The Economic Journal, March 1962....,.......・・・・・・・・海老沢逍進i 

| 

[----—•-------• 99---・ •999----99 -.、---------
研究機関紹介 Harvard Yenching Institute ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．限部韮吉

現地報告東南アジアの切点をゆく．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．爽 源造

第7回エカフェ経済開発計画作業部会に出席して．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・黒 l裔哭 維

74 




